The Current Status in the Pulmonary Surgery by 野々山, 明
Title肺外科での最近の動向
Author(s)野々山, 明




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University


































The Current Status in tne Pulmonary Surgery: AKIRA NoNOYAMA Assist.-Prof., The Department 






ration surgical adjuvant groupe が行なっている prolongedintermittent therapy (Higgins, 
1972）のような方法を考慮する必要があろう．併用療法としての免疫療法は着手されたばかりで，
今佐開拓されねばならない方法である．




になり，更にこの経験が COLDやARDS (adult respiratory distress syndrome）の治療にも応
用されるようになっている．また，乙れらの疾患の治療に膜型人工肺を用いた長期体外循環法も導
入されるようになりつつあるが，その臨床応用は今一歩の感があり．肺移植の研究とともに今後の
課題として残されるであろう．自然気胸症例の増加につれて，開胸手術による治療例の比率が増し
ているが，本症での手術の目的は再発防止におかれるべきであり，私どもの経験でも術後再発をみ
ず， 手術が最善の方法と思われる．自然気胸以外の嚢胞性肺疾患一巨大気腫性嚢胞症，気管支性肺
長胞症および Sequestrationなども術後自他覚症および肺機能の改善がみられ，切除術の問題も
少ないので，今後とも更にその手術例が増加するものと思われる．
肺結妓症の手術適応症例は激減しているが，膿胸l乙関しては，なお結核性のものが残存し，むし
ろその治療上，高令化しつつある症例の手術撰択が問題となりつつあり，しかも現時点では，膿胸
lこ対して肺剥皮または肋膜肺切除が50～60°0で）.I;_りは胸郭縮少手術などが行なわれて80%以上の治
癒率をみる反面， 10%近い死亡をみ，今後検討されるべき問題として残ろう．結核以外の肺感染症
たとえば肺化膿症も，抗生剤の適切な投与が行なわれれば治癒しうるので，もはや外科的疾患では
ないといえるが，乙れに反して，外科療法の対象となる気管支拡張症はむしろ増加の傾向にある．
感染性疾患である本症では，手術はあくまで補助手段であるべきだが，今なおコン トロールし難い
頻回の血！$＿， It客血例や慢性炎症の継続する wetcase例があり，しかも適応さえ誤らねば術後症
状怪快ぱ90°0以上の成績を挙げうるので，今後なお当分は手術適応外疾患にはなりえないと思われ
る．更に現在でも本症の結果， 1側荒蕪肺となっている症例が散見され，これらの症例では気管支
動脈一肺動脈短絡の結Z，肺高血圧1ri二＇iJ¥f/J,f、されるので，新しい観点で手術適応を検討する必要が
あろうかと思われる．
非j庫蕩性肺疾患や膿胸で幼小児の開胸手術例が増加しつつあるのも最近の傾向である．肺切除を
含めて幼小児での成績は良好であるので今後更に適応が拡大されるであろうが，やはり慎重な長期
遠隔成績の検討の上で適応を撰択する必要があろう．
